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「新年度を迎えて」

いよいよ新型コロナワクチンの接種も始まり、市民の皆様もようやく一安心といったとこ

ろでしょうか（実はこの原稿を書いている3月中旬にはまだワクチンの入手ができておらず、

先行き不明の状態です）。医療従事者、高齢者、一般住民といった接種順序が早々と示され

ましたが、いまだにワクチンの安定供給には至っておらず、時期や順序の調整に関係機関が

振り回されているのが現状であります。一人でも多くの住民の皆様にワクチンが1日も早く

届くように祈るばかりです。

思い返してみますと、昨年1月の観光客船のクラスターに始まってから日本中が引っ掻き

回されたウイルス騒動でした。新型コロナウイルスの流行により、これまでの医療体制の脆

弱性や新興感染症に対する備えのなさにあらためて気づかされ、政府、市町、医療機関がそ

の対策に追われた1年といえます。普段にはあまり使われなかった用語が、ニュースだけで

なく日々の生活にあふれたことにも驚きました。”クラスター”、”PCR”、”実行再生産

数”などなど、現在では身近な用語となっています。裏を返せば、それだけこの感染症が一

般生活に脅威をもたらし、全市民が理解を深める必要性があったということでしょう。

当院も地域PCR検査センターとしてその一翼を担い、住民の方々に少しでも安心して過ご

していただけるよう貢献してきました。滋賀県も他都道府県の例にもれず、各圏域の医療機

関でクラスターが発生し、その制圧に多大なる労力をつぎ込まれていることが報道されるに

つけ、当院としても対岸の火事とはとらえず、日々感染対策を強化、持続してきました。職

員には病院勤務中だけではなく、家庭での感染対策、外食等の自粛など、医療従事者として

より一層の感染予防努力をお願いし、実践してもらいました。少し息抜きのできる日が早く

訪れることを願っております。

ワクチン接種関連では近江八幡市圏域として、近江八幡市立総合医療センター、近江八幡

市蒲生郡医師会と協力し、新型コロナウイルスワクチン接種を当院で施行できることは、全

職員の地域医療に対する理解と地域貢献への意欲の賜物であると感謝しております。アナ

フィラキシーの問題も指摘されるワクチンですが、重症化予防、発症予防に多大なる貢献を

するはずであり、一人でも多くの市民の皆様が接種されることを望んでおります。ワクチン

個別接種会場として院内整備をすすめておりますので、安心して接種に来ていただければと

思います。

さて、病院新築に関するニュースですが、3月13日に新築移転土地におきまして起工式を

執り行いました。小西近江八幡市長、宮尾丸山町自治会長、大西北ノ庄町自治会長ほか関係

各位のご臨席を賜り感謝申し上げます。来年11月に新病院オープン予定となっております。

何よりも患者様、利用者様の利便性が向上すること、そしてよりよい療養環境を提供するこ

とを目的としております。工事期間中はご迷惑をおかけすることと存じますが、安全第一に

工事を進めますので、ご協力よろしくお願いいたします。

院長 五月女 隆男

ほっとひといきコーナー
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	右バインダー
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